
　

大
阪
市
立
大
学
理
事
長
兼
学

長
を
引
き
続
き
２
年
間
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
同

窓
生
の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
で
私
は
、
本
学

の
実
績
と
と
も
に
様
々
な
側
面

か
ら
の
本
学
に
対
す
る
評
価
を

分
析
し
、「
纏
ま
り
の
あ
る
総
合

力
の
高
い
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

「
学
生
と
教
員
の
親
密
な
距
離
感

の
あ
る
教
育
」「
都
市
研
究
の
パ

イ
オ
ニ
ア
」
と
い
っ
た
本
学
の

伝
統
・
特
徴
を
活
か
し
、
公
立

大
学
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

「
社
会
を
リ
ー
ド
し
地
域
で
活
躍

す
る
人
材
の
育
成
」
や
、「
研
究

成
果
に
よ
る
社
会
や
地
域
へ
の

成
長
の
貢
献
」
と
い
っ
た
方
向

性
を
本
学
の
使
命
と
し
て
掲
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
実
現
を

め
ざ
す
重
点
戦
略
と
し
て
①

「
都
市
大
阪
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、

都
市
科
学
分
野
の
教
育
・
研
究
・

社
会
貢
献
」、
②
「
専
門
性
の
高

い
社
会
人
の
育
成
」、
③
「
国
際

力
の
強
化
」
を
３
戦
略
と
し
て

大
学
と
の
連
携
研
究
の
充
実
に

期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
既
に
重
点

戦
略
を
推
進
す
る
多
く
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

活
動
や
、
運
営
改
革
が
具
体
化

さ
れ
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
、

各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
き
ま
し

て
も
主
要
な
国
立
大
学
に
ひ
け

を
と
ら
な
い
評
価
を
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
同
窓
生
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
学
長
と
い
う
職
の
責

任
の
重
さ
を
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
教
育
面
に
お
い
て

は
、
特
に
「
国
際
力
の
強
化
」

を
重
点
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
際
化
戦
略
本
部
を
中
心
に
、

世
界
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
や
、
海
外
の
大
学

と
の
研
究
者
や
学
生
の
交
流
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
こ
の
た
め
の
共
通
教
育

の
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

特
に
現
在
試
行
し
て
お
り
ま
す

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
拡
充
や
国
際

交
流
の
充
実
に
よ
る
英
語
力
の

強
化
を
重
点
的
に
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
る
と

と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー

カ
ル
の
要
素
を
織
り
込
ん
だ
大

学
教
育
を
展
開
し
、
地
域
貢
献

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
学
生

に
海
外
研
修
の
チ
ャ
ン
ス
を
増

や
す
た
め
に
も
４
学
期
制
の
導

入
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
の
分
野
で
は
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
研
究
、

健
康
科
学
研
究
、
都
市
防
災
研

究
を
都
市
科
学
の
戦
略
的
重
点

研
究
に
掲
げ
て
お
り
、
今
後
と

も
関
連
企
業
や
地
域
と
も
よ
り

密
接
に
連
携
し
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
研
究
成
果

を
机
上
で
終
わ
ら
せ
ず
地
域
な

ど
社
会
実
装
に
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
実

学
重
視
の
本
学
の
設
立
理
念
に

も
沿
っ
た
考
え
方
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

高
め
る
た
め
に
も
国
際
的
に
秀

で
た
研
究
者
の
招
聘
や
、
若
手

研
究
者
の
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
産
学
連
携
に
つ
き

ま
し
て
は
、
先
端
研
究
の
産
学

連
携
、
と
く
に
大
阪
を
基
盤
と

し
た
企
業
と
の
産
学
連
携
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
現
在
本
学
は
大
き
な

岐
路
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
９
月
に
府
市
か
ら
本
学
と
大

阪
府
立
大
学
と
の
統
合
に
よ
る

新
大
学
実
現
へ
向
け
て
「
新
大

学
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
出
さ
れ
、
そ

れ
に
沿
っ
て
府
市
と
両
大
学
で

「
新
大
学
案
」（
平
成
25
年
10
月

版
）を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
大

阪
府
立
大
学
と
は
、
こ
れ
ま
で

も
連
携
協
定
に
よ
る
産
学
連
携

活
動
な
ど
連
携
を
密
に
し
て
と

も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
共
同
で
申
請
し
て

お
り
ま
し
た
工
学
系
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

大
学
院
教
育
に
お
い
て
も
、
ま

た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

の
学
部
の
共
通
教
育
に
お
い
て

も
実
質
的
に
よ
り
連
携
強
化
い

た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
新
大
学
の
実
現
は
、

こ
れ
ま
で
の
両
大
学
の
強
み
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

大
阪
府
立
大
学
と
の
統
合
に
よ

り
、
よ
り
大
き
な
シ
ナ
ジ
ー
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
新

大
学
案
は
、
今
後
、
文
部
科
学

省
の
認
可
申
請
へ
向
け
て
さ
ら

に
内
容
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
、
学
生
や
卒
業

生
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
々
の
ご
意
見
も
頂
き
な
が
ら
、

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
２
年

間
、
大
阪
府
立
大
学
と
新
大
学

に
向
け
て
精
力
的
に
協
議
を
し

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も

共
に
世
界
に
対
し
て
よ
り
一
層

の
競
争
力
を
発
揮
し
、
ま
た
大

阪
の
発
展
を
支
え
る
知
的
イ
ン

フ
ラ
拠
点
と
し
て
輝
き
続
け
る

大
学
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の
引
き
続
き

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
し
て
再
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

西澤良記・理事長兼学長 再任

地
域
発
展
と
成
長
を
支
え
る

知
的
イ
ン
フ
ラ
拠
点
目
指
す

新
大
学
に
向
け
競
争
力
を
強
化

打
ち
立
て
、
そ
れ
を
核
と
し
た

第
二
期
中
期
計
画
を
策
定
し
、

数
々
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
の
大

き
な
特
徴
と
し
て
医
学
部
附
属

病
院
を
擁
し
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
附
属
病
院
は
予

算
規
模
で
６
割
、
教
員
数
で
３

分
の
１
を
占
め
る
大
き
な
組
織

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
高
度
で

専
門
性
の
高
い
医
療
の
提
供
や
、

が
ん
疾
患
や
肝
疾
患
等
の
拠
点

病
院
と
し
て
地
域
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
中
核
を
担
う
と
と
も
に
、

優
秀
な
医
師
の
育
成
に
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

間
、
手
術
室
の
増
設
な
ど
に
よ

り
医
療
の
充
実
と
経
営
の
安
定

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
に
整

備
中
の
先
端
予
防
医
療
セ
ン

タ
ー
は
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

の
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
開

設
し
た
健
康
科
学
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し

た
市
民
の
健
康
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、

健
常
人
の
デ
ー
タ
集
積
を
行
い
、

医
学
研
究
科
や
他
研
究
科
、
他

再
任
に
あ
た
っ
て

　

２
０
１
４
年
４
月
７
日
、
大

阪
市
中
央
体
育
館
に
て
大
阪
市

立
大
学
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。

　

大
阪
市
立
大
学
交
響
楽
団
に

よ
る
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
や

「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ

カ
ー
ナ
」
な
ど
が
響
く
会
場
に
、

ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ
た
新
入

生
た
ち
が
入
っ
て
く
る
。
午
前

10
時
に
、
入
学
式
が
開
会
し
た
。

大
学
と
大
学
院
の
各
学
部
の
入

学
者
数
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
あ

と
、
西
澤
良
記
学
長
か
ら
は
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
健
康
科
学
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
今

年
４
月
に
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
21

階
に
開
設
さ
れ
た
大
阪
市
立
大

学
医
学
部
附
属
病
院 

先
端
予
防

医
療
部
附
属
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど

の
話
が
あ
り
、
有
恒
会
・
元
会

長
の
吉
村
茂
夫
氏
の
「
信
念
を

持
て
ば
道
は
開
け
る
」
と
い
う

言
葉
を
引
用
し
て
締
め
く
く
っ

た
。

　

橋
下
徹
大
阪
市
長
の
「
有
意

義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
祝
辞
を
、
村

上
龍
一
副
市
長
が
代
読
。
続
い

て
教
育
後
援
会
副
会
長
・
塚
本

喜
左
衛
門
氏
が
、
教
育
後
援
会

会
長
・
金
児
曉
嗣
氏
の
祝
辞
を

代
読
し
た
。「
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
積
み
重
ね
が
人
生
」「
自

分
の
使
命
を
早
く
自
覚
し
て
、

邁
進
し
て
ほ
し
い
」
と
の
言
葉

を
新
入
生
た
ち
は
緊
張
の
面
持

ち
で
静
聴
し
て
い
た
。

　

医
学
部
医
学
科
の
岸
裕
貴
さ

ん
、
経
営
学
研
究
科
の
林
侑
輝

さ
ん
に
よ
る
入
学
生
代
表
者
に

よ
る
宣
誓
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

合
唱
団
フ
リ
ー
デ
・
混
声
合
唱

団
・
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
り
、

旧
制
大
阪
商
科
大
学
学
生
歌
で

あ
る
「
聞
け
や
大
和
の
清
流

に
」
と
Ａ
ｑ
ｕ
ａ 

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｚ

「
虹
」
が
歌
わ
れ
た
。
交
響
楽
団

が
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
眠

れ
る
森
の
美
女
」
よ
り
「
ワ
ル

ツ
」
を
演
奏
し
、
入
学
式
は
閉

会
し
た
。

（
学
生
記
者
・
市
村
麻
梨
愛
）

平成26年度　入学式信
念
を
持
っ
て
道
を
開
こ
う

大学人事一覧（平成26年度）
■役員等関係
●理事長兼学長 西澤 良記［再任］
　（任期終了：平成28年3月31日）
●副理事長 柏木 　孝［再任］
　（任期終了：平成28年3月31日）
●理事兼副学長 桐山 孝信［再任］
　（任期終了：平成27年3月31日）
●理事兼副学長 宮野 道雄［再任］
　（任期終了：平成28年3月31日）
●理事 安本 吉雄［再任］
　（任期終了：平成27年3月31日）
●理事兼病院長 石河 　修［再任］
　（任期終了：平成28年3月31日）
●理事（非常勤） 藤野 正純［再任］
　（任期終了：平成27年3月31日）
●監事（非常勤） 田中 一郎［任期中］
　（任期終了：平成27年12月31日）

■副学長・担当部長等
●副学長 桐山 孝信［再任］
　（役職：教育関係総括・学生・全学評価）
●副学長 宮野 道雄［再任］
　（役職：研究・地域貢献・国際交流）
●副学長 大嶋 　寛［新任］
　（役職：産学官連携・知財・大学改革）
●副学長 井上 　徹［新任］
　（役職：教育・教務担当部長兼務）
●特命副学長 櫻木 弘之［再任］
　（役職：人事委員会）
●学生担当部長 富沢 修身［再任］
●入試担当部長 三田村 宗樹［新任］
●学術情報総合センター長
 橋本 秀樹［再任］

■学長特別補佐
●経営学研究科教授
　青山 和司［再任］
●経済学研究科教授
　脇村 孝平［再任］
●生活科学研究科教授
　多治見 左近［再任］
●大学教育研究センター教授
　大久保 　敦［再任］
●文学研究科教授
　中川 　眞［新任］
■研究科長・学部長及び
　医学部附属病院長
●経営学研究科長・商学部長
　鈴木 洋太郎［任期中］
●経済学研究科長・経済学部長
　森　誠［任期中］
●法学研究科長・法学部長
　守矢 健一［新任］
●文学研究科長・文学部長
　池上 知子［任期中］
●理学研究科長・理学部長
　保尊 隆享［任期中］
●工学研究科長・工学部長
　日野 泰雄［再任］
●医学研究科長・医学部長
　荒川 哲夫［再任］
●看護学研究科長
　今中 基晴［任期中］
●生活科学研究科長・生活科学部長
　西川 禎一［新任］
●創造都市研究科長
　柏木 　宏［新任］
●医学部附属病院長
　石河 　修［再任］

　

２
０
１
４
年
３
月
24
日
、
大

阪
城
ホ
ー
ル
に
て
平
成
25
年
度

大
阪
市
立
大
学
卒
業
式
・
修
了

式
が
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
春
ら
し
い
快
晴
と
な

り
、
多
く
の
人
々
が
卒
業
生
・

修
了
生
を
祝
福
に
駆
け
付
け
た
。

式
は
、
学
位
記
授
与
か
ら
始
ま

り
、
本
年
度
学
士
の
学
位
は

１
４
３
４
名
、
修
士
の
学
位
は

５
０
８
名
、
博
士
の
学
位
は
51

名
。

　

続
い
て
、
学
業
成
績
優
秀
賞

授
与
、
研
究
業
績
優
秀
賞
授
与

が
行
わ
れ
、
西
澤
学
長
か
ら
の

祝
辞
と
し
て
、
大
阪
市
立
大
学

も
新
大
学
へ
向
け
て
新
た
な
門

出
に
立
つ
こ
と
を
述
べ
、
卒
業

生
・
修
了
生
に
今
後
も
大
阪
市

立
大
学
を
社
会
人
と
し
て
温
か

く
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
の
言
葉

を
語
ら
れ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
卒
業
式
の

前
日
に
当
選
が
決
ま
っ
た
橋
下

徹
市
長
か
ら
も
祝
福
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

取
材
の
印
象
と
し
て
、
卒
業

生
の
多
く
が
、
４
年
間
の
学
生

生
活
と
部
活
動
な
ど
を
通
し
て

様
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
で
人

と
の
繋
が
り
が
広
が
り
、
今
後

の
人
生
に
役
立
つ
こ
と
の
喜
び

が
、
そ
の
笑
顔
か
ら
窺
え
た
。

（
学
生
記
者
・
石
原
奈
甫
美
）

平
成
25
年
度　

卒
業
式

新
た
な
門
出
を
祝
う

（大学広報室提供）
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平
成
25
年
12
月
25
日
、
大
学
主
催
で
有
恒
会
及
び

各
学
部
同
窓
会
並
び
に
教
育
後
援
会
代
表
を
対
象
に

「
新
大
学
実
現
に
向
け
て
の
説
明
会
」
が
杉
本
キ
ャ
ン

パ
ス
・
学
情
セ
ン
タ
ー
文
化
交
流
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
10
月
に
大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪

府
立
大
学
及
び
本
学
の
４
者
が
策
定
し
た
「
新
大
学

案（
平
成
25
年
10
月
版
）」
の
概
要
、
本
学
の
今
後
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
西
澤
理
事
長
兼
学
長
か
ら
次

の
通
り
挨
拶
を
兼
ね
て
説
明
が
あ
っ
た
。

記

以下大阪市長より本法人理事長宛の通知内容全文

　大阪府、大阪市、並びに、大阪府立大学、及び大阪市立
大学では、平成27年度に法人統合、平成28年度に大学統合
をめざした取組みを推進してきたところですが、大学設置
認可手続きにかかる審査スケジュールが前倒しされること
となり、平成28年に大学統合する場合、平成26年10月には
正式な認可申請が必要となりました。
　現状では、当初のスケジュールどおりに両大学の統合を
進めることは、現実的に難しい状況であり、受験生への影
響を勘案した結果、当初予定していた法人統合、大学統合
にかかるスケジュールを延期することとしました。
　今後は、この間の大学統合に関する議論の状況を踏まえ、
両大学で、主体的に大阪における公立大学のあり方につい
て検討していただき、そのうえで、今後の進め方やスケ
ジュールについて、府市及び両大学の四者で、新大学構想
会議からの意見もお聞きし、協議・検討していくこととし
ますので、ご協力のほど宜しくお願いします。

以上　

　

本
学
西
澤
理
事
長
兼
学
長
よ
り
各
同
窓
会
代
表
へ
の
連
絡
は
次
の
通
り
。

　

去
る
４
月
26
日
付
で
、
大
阪
市
長
よ
り
大
阪
府
立
大
学
と
の
統
合
に
か
か
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
、「
当
初
予
定
し
て
い
た
法
人
統
合
、
大
学
統
合

に
か
か
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
」
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
法
人
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
通
知

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
府
立
大
学
と
の
協
議
・
検
討
を
す
す
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

さ
ら
な
る
ご
理
解
・
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
主
催

「
新
大
学
実
現
に
向
け
て
の
説
明
会
」

　

昨
年
１
月
、
新
大
学
構
想
会

議
に
よ
る
「
新
大
学
構
想（
提

言
）」
に
基
づ
き
、
大
阪
府
市
が

「
新
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
」（
案
）を
策

定
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
、
９
月
に
「
新
大
学
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
府
大
及
び
市
大
に

提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
府
大
と
と
も
に
、
新

大
学
の
教
育
・
研
究
分
野
に
つ

い
て
の
検
討
組
織
と
し
て
「
新

ン
ド
力
を
維
持
・
充
実
さ
せ
つ

つ
、
国
内
外
の
大
学
間
競
争
に

お
い
て
よ
り
高
度
な
教
育
・
研

究
体
制
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

直
近
の
市
会
で
「
定
款
変
更

案
」
及
び
「
中
期
目
標
変
更
案
」

に
つ
い
て
否
決
の
結
論
が
で
た

こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
が
、

本
学
と
し
て
は
、「
大
阪
の
成
長

を
支
え
る
知
的
イ
ン
フ
ラ
拠
点
」

と
「
研
究
で
世
界
へ
は
ば
た
く

高
度
研
究
型
大
学
」
を
目
指
し
、

今
後
と
も
、
新
大
学
の
実
現
に

向
け
て
、
府
立
大
学
と
よ
り
議

論
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
２
０
１
３
年

度
か
ら
、
自
治
体
と
連
携
し
て
、

全
学
的
に
地
域
に
目
を
向
け
た

教
育
や
研
究
、
地
域
貢
献
を
進

め
る
大
学
な
ど
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
課
題
解
決
に
貢
献
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
材
や
情
報
・
技

術
が
集
ま
る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
核
的
存
在
と
し
て
の

大
学
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
地（
知
）の
拠

点
整
備
事
業
」（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事

業
）を
開
始
し
ま
し
た
。

　

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に
は
、
全

国
か
ら
３
４
２
大
学
、
３
１
９

件
の
申
請
が
あ
り
、
大
阪
市
立

大
学
を
含
む
52
件
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
本
学
は
大
阪
府
立
大

学
と
共
同
で
、「
大
阪
の
再
生
・

賦
活
＝
活
力
を
与
え
る
こ
と
＝

と
安
全
・
安
心
の
創
生
を
め
ざ

　

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、
開

設
１
周
年
を
記
念
し
、
平
成
26

年
３
月
５
日
、
大
阪
市
立
大
学

高
原
記
念
館
学
友
ホ
ー
ル
に
お

い
て
地
域
連
携
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

大
学
が
実
施
す
る
地
域
連

携
・
貢
献
事
例
を
集
め
、
そ
れ

を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
は

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な

役
割
で
す
。
そ
の
一
つ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
地
域
の
方
た
ち

と
の
新
た
な
つ
な
が
り
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

宮
野
副
学
長
の
あ
い
さ
つ
で

開
会
し
た
後
、
大
阪
市
に
お
け

る
連
携
事
例
に
つ
い
て
、
テ
ー

マ
ご
と
に
担
当
教
員
等
に
よ
る

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
歴
史
・
文
化
を
テ
ー

マ
に
、
仁
木
宏
教
授（
文
学
研
究

科
）か
ら
、
文
学
部
１
回
生
の
授

業
「
人
間
文
化
基
礎
論
」
に
お

け
る
住
吉
区
遠
里
小
野
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

続
い
て
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
務
め
た
川
元
奈
々
さ

ん（
同
研
究
科
後
期
博
士
課
程
）

か
ら
感
想
等
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

まちと大学の
新たな「つながりづくり」に向けて
まちと大学の
新たな「つながりづくり」に向けて

地域連携センターコーディネーター　佐藤由美

OCU大阪市大 TOPICS

大
学
推
進
会
議
」
を
設
け
、種
々

の
検
討
を
重
ね
て
、
10
月
に
両

大
学
と
府
市
の
４
者
に
よ
る

「
新
大
学
案（
10
月
版
）」
を
策
定

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
案
は
「
新
世
代
の
大
学

―
大
阪
モ
デ
ル
」
と
副
題
が
付

け
ら
れ
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
、
両
大
学
が
こ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
歴
史
、
伝
統
を
踏

ま
え
、
現
在
の
両
大
学
の
ブ
ラ

日
中
友
好
交
流

記
念
事
業

　

昨
年
11
月
７
日
、
本
学
と
上

海
大
学
の
学
術
交
流
協
定
10
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
上
海
市

内
に
お
い
て
大
阪
府
立
大
学
と

提
携
し
、
日
中
友
好
交
流
記
念

理
系
学
舎
新
棟
竣
工

記
念
式
典
開
催

　

本
学
理
系
学
舎
新
棟
の
竣
工

を
記
念
す
る
式
典
が
、
多
数
の

関
係
者
が
参
列
し
、
平
成
26
年

４
月
10
日（
木
）に
開
催
さ
れ

た
。
西
澤
良
記
学
長
の
挨
拶
、

来
賓
紹
介
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

引
き
続
き
、
新
棟
の
内
覧
会
が

行
わ
れ
た
。

　

新
学
舎
に
は
理
学
部
・
理
学

研
究
科
と
複
合
先
端
研
究
機
構

M
edCity21

の
開
所
式

　

市
大
医
学
部
は
公
立
大
学
法

人
と
し
て
全
国
で
始
め
て
検
診

事
業
を
行
う
施
設
で
あ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
「M

edC
ity21

」
の

開
設
を
前
に
、
平
成
26
年
４
月

10
日（
木
）「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」

25
階
に
て
多
数
の
地
元
及
び
取

引
関
係
者
等
の
出
席
者
の
も
と

開
所
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
大
学
病
院

の
持
つ
専
門
性
の
高
い
人
材
と

高
度
先
進
医
療
を
活
か
し
た
検

診
及
び
診
療
を
行
い
、
加
え
て

事
業
並
び
に
合
同
で
の
上
海

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催

し
た
。

　

今
回
は
、「
東
ア
ジ
ア
都
市
対

話
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
テ
ー

マ
に
基
づ
き
、
上
海
と
大
阪
の

都
市
開
発
の
現
状
と
課
題
に
関

し
、
次
の
通
り
学
術
発
表
が
行

わ
れ
た
。

1
「
上
海
の
都
市
開
発
と
高
齢

化
問
題
」
上
海
大
学
・
東
ア

ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
・
馬
利

中
教
授

2
「
上
海
市
の
経
済
改
革
と
貿

易
区
の
建
設
」　

上
海
対
外

貿
易
大
学
・
陳
子
雷
教
授

3
「
水
都
大
阪
の
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
」
大
阪
市
立
大
学
・
工
学

研
究
科
・
嘉
名
光
市
准
教
授

4
「
集
客
都
市
と
し
て
の
大
阪

ツ
ー
リ
ズ
ム
」　

大
阪
府
立

大
学
・
21
世
紀
科
学
研
究
機

構
・
橋
爪
紳
也
教
授

　

こ
の
後
、
両
大
学
の
合
同
上

海
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
行

わ
れ
、
上
海
在
住
の
卒
業
生
を

中
心
に
50
余
名
が
集
ま
り
、
賑

や
か
な
内
に
散
会
し
た
。

が
入
り
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

研
究
を
通
し
て
科
学
の
発
展
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
理
系
の

複
数
の
学
部
・
研
究
科
に
跨
る

横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の

推
進
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

理
系
学
舎
整
備
事
業
は
、
平

成
22
年
度
に
始
ま
っ
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
に
第
I
・
第
Ⅱ
期
工

事
が
完
了
し
た
。
今
年
度
中
に

は
残
り
の
部
分
の
内
装
と
耐
震

工
事
が
行
わ
れ
、
完
結
す
る
予

定
で
あ
る
。

人
間
ド
ッ
ク
・
検
診
事
業
に
よ

る
予
防
医
療
を
推
進
し
、
疾
患

を
未
病
段
階
に
と
ど
め
る
こ
と

を
目
指
す
。

　

ま
た
、「M

edC
ity21

」
は
、

幅
広
い
検
診
事
業
を
通
じ
て
地

域
の
医
療
機
関
と
も
連
絡
を
密

に
し
、
治
療
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
実
践
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
地
域
福
祉
を
テ
ー

マ
に
鵜
浦
直
子
講
師（
生
活
科
学

研
究
科
）か
ら
、
生
活
困
窮
世
帯

の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
を

目
的
と
し
た
「
す
み
よ
し
学
び

あ
い
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
商
店
街
の
活
性
化

を
テ
ー
マ
に
、
加
藤
司
教
授（
経

営
学
研
究
科
）か
ら
、
商
学
部
の

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
課
題
と
し

て
我
孫
子
町
商
店
会
と
連
携
し

た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
、
フ
ロ
ア
の
学
生
と

の
掛
け
合
い
を
交
え
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
３
事
例
は
い
ず
れ
も

学
生
が
地
域
の
中
で
学
ぶ
こ
と

で
大
き
な
教
育
効
果
が
得
ら
れ
、

か
つ
、
地
域
に
も
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
た
好
事
例
で
し
た
。

　

後
半
は
、
大
学
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
た
地
域
貢
献

事
例
の
紹
介
で
し
た
。
ま
ず
、

鍋
島
美
奈
子
准
教
授（
工
学
研
究

科
）か
ら
、
新
た
に
大
阪
市
が
整

備
す
る
都
市
計
画
道
路
の
地
域

案
の
作
成
に
対
し
て
、
地
域
と

共
に
考
え
る
場
を
組
み
込
ん
だ

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

地域連携
発表会

　

さ
ら
に
、
本
学
の
都
市
防
災

研
究
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
、
生

田
英
輔
講
師（
生
活
科
学
研
究

科
）か
ら
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
大
学
を
挙
げ
て
実
施
し
て

き
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
と
地
域
へ
の
還
元
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
の
重
要
性
等
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
政
関
係
者
、

地
元
団
体
、
大
学
教
職
員
、
大

学
生
等
が
一
堂
に
会
す
る
交
流

の
機
会
は
、
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
、
初
め
て
の
取

り
組
み
で
し
た
。

化
資
源
」「
地
域
活
性
」
の
領
域

に
て
、
教
育
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
経
済
的
に

も
元
気
の
な
い
状
況
で
、
コ

ま
な
問
題
に
取
り
組
む
「
地
域

実
践
演
習
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
授
業
科
目
を
展
開
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
、
地
域
と
の
「
対
話
の
場
」

の
設
定
に
よ
る
地
域
の
ニ
ー
ズ

の
把
握
を
目
指
す
「
Ｃ
Ｒ
テ
ー

ブ
ル
」
を
設
置
し
、
地
域
に
貢

献
す
る
人
材
の
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
課
題
の
解
決

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
成
長
を

促
進
・
持
続
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

（
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

中
村
忠
士
）

府
大
と
共
同
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
」

取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

上海

講師を囲んで行われた座談会（大学広報室提供）

開
所
式
テ
ー
プ
カ
ッ
ト（
大
学
広
報
室
提
供
）

（
大
学
広
報
室
提
供
）

す
地
域
志
向
教
育
の
実
践
」
と

し
て
「
再
生
と
賦
活
」「
安
全
と

安
心
」
を
軸
に
、
５
つ
の
柱
で

あ
る
「
地
域
福
利
」「
環
境
・
防

災
」「
地
理
・
空
間
」「
地
域
・
文

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
す
る
ガ
ッ

ツ
の
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
地
域
志
向
科
目
の
設
定
・

必
修
化
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
地
域
で
の
さ
ま
ざ

〈お知らせ〉 大阪府大との統合スケジュールの延期

（
新
大
学
案
│「
新
世
代
の
大
学

│
大
阪
モ
デ
ル
」の
詳
細
は
省

略
し
ま
す
）

22014年5月15日 大阪市立大学同窓会報 第4号 2大阪市立大学同窓会報



  

　去る平成25年11月14日、愛知支部の第26回総会・
同窓会が名鉄ニューグランドホテルにおいて、参加者80
余名にて盛大に開催されました。
　冒頭に、ご来賓として出席いただいた宮野副学長様・
児玉同窓会長様・有恒会福岡副会長様からご挨拶をい
ただき、その後総会に入りました。今回は愛知支部長の
改選があり、松原宏治支部長から長尾一彦新支部長へバ
トンが引き継がれることとなりました。松原支部長、2期
4年の職務おつかれさまでした。
　総会の後は三島幸男様（昭和30年・経）に乾杯のご発
声をお願いし、懇親会に移りました。卒業年次・学部も
様々な座席配置でしたが、昔の思い出話に花を咲かせ、
あるいはビジネスの人脈づくりにと、あちこちで話の輪が
広がりました。歓談の途中からは、松原支部長の知人の
ミュージシャンであるテツモト・ミキさんのピアノ演奏で
会場の雰囲気に花を添え、その後には松原支部長の
フォークソングもあり、盛り上がりました。歓談のあとは、
恒例の大抽選会を行いました。賞品総数が約40点で約
半数の人に当たりが出るのですが、賞品をご提供してく
ださった皆様ありがとうございました。
　そして最後は全員で輪になって、プロローグを春名晃
様（平成20年・商）にお願いし、逍遥歌を合唱、内野政美
様（昭和51年・経）ご発声による三本締めにてお開きと
なりました。

　9月後半にもかかわらず、まだまだ残暑厳しい中、76名
の同窓生が集いました。　
　冒頭、神戸支部代表であるアシックスCEOの尾山支部
長から開会のご挨拶とともに、ブエノスアイレスにおける
東京オリンピック・パラリンピック2020決定過程の秘話
が披露され、集まった一同が興味津々で聞き入り、唸った
次第です。その後、大阪市立大学同窓会児玉会長から全
学同窓会・大阪市立大学同窓会の概要と具体的活動に
ついて、精力的な取り組みのご紹介があり、改めて同窓会

活動活発化の必要性を認識いたしました。
　懇親会では、ご来賓の桐山副学長と福岡有恒会副会長
からご挨拶を、昭和39年理学部卒業の川手さんから乾
杯の発声をいただきました。ゼミやクラブ活動の思い出
話、ビジネスのお話などに花が咲き、あっという間に時間
が過ぎ去りました。
　最後に、事務局の水口さんから支部会報創刊にチャレ
ンジしたいとのお話があり、皆さんに原稿作成のお願いを
し、副支部長を仰せつかっている私からは「次回は一人で
も多くの同窓生を引き連れてきてほしい」と呼びかけ、名
残惜しいとの声がある中、お開きとなりました。

（昭和55年法学部卒　梅村晋一）

　平成25年12月6日、念願の第１回懇親会（会員の半数
以上となる7名の参加により）を開催。
　名誉会長には三好氏（商・S45卒）、会長には亀井氏
（経・S62卒）が選出され、支部長は安藤氏（生・H07卒）
に決まりました。
　現在の会員数は13名で、ジャカルタ近郊に在住の方が
ほとんどですが、日本を拠点にインドネシアで活躍されて
いる方もおられます。今後は「インドネシア支部」の名の
下、スラバヤ、バリ、カリマンタンとインドネシア全土に同
窓生の輪を広げていきたいです。
　そもそも当会の発足は、医学部教授であり、国際交流
委員会委員長も兼任される大畑教授のお口添えから始
まったものです。市大のグローバル化戦略のためインドネ
シアに来訪され、インドネシアにおける同窓会の復活を強

力に後押しして頂きまし
た。その後、有恒会事務局
での打ち合わせ、国際セン
ター所長中川教授とのジャ
カルタでの会談を経て、よ
うやく懇親会を開催するに
至りました。
　第2回懇親会は三好名
誉会長を迎え、前回を上回
る会員の参加を図るため、
開催予告を「じゃかるた新聞」に掲載して頂きました。そ
の効果もあり、今回は9名の参加となりました。
 　まず学長からのお祝いのメッセージを披露し、大学の
当支部への期待の高さを認識しました。
　今後はゴルフ三商大戦など、他大学の同窓会とも交流
を深めようという意見や、日本の同窓会本部との連絡を
密にし、海外から市大を盛り上げていこうという意見も出
ました。

支部 よりだよりだより同窓会

（紙面の都合上、出席者の氏名が掲載できなかったことをお詫びします）

大阪市立大学
各学部同窓会
都道府県別
卒業生
登録人数
2013年7月現在
全学同窓会事務局

地域 都道府県 支 部 名
有恒会
（文系学部
同窓会）

理学部
同窓会

工学部
同窓会

医学部
同窓会

看護系
同窓会

生活科学部
同窓会 合計（人）地域別合計 比率

北
海
道
・
東
北

北海道 北 海 道 58 7 14 5 12 8 104 

269 0.43%

青 森

東 北

12 3 2 1 4 22 
岩 手 10 3 2 1 1 17 
宮 城 45 7 22 2 76 
秋 田 8 2 1 1 2 14 
山 形 4 3 1 3 1 12 
福 島 10 2 7 2 2 1 24 

小計 89 17 36 6 6 11 165 

関
東

茨 城 未 設 置 57 35 77 5 3 19 196 

4,961 7.86%

栃 木 未 設 置 24 5 30 2 4 65 
群 馬 未 設 置 25 1 33 1 2 11 73 
埼 玉

東 京

288 43 176 3 10 46 566 
千 葉 519 71 240 7 14 89 940 
東 京 1,026 103 399 51 40 175 1,794 
神奈川 652 98 419 12 23 123 1,327 

小計 2,485 315 1,234 73 87 433 4,627 

中
部

新 潟 未 設 置 25 7 7 1 3 43 

2,251 3.57%

富 山
北 陸

51 15 16 13 10 105 
石 川 89 7 33 2 18 16 165 
福 井 124 15 34 6 47 24 250 

小計 264 37 83 8 78 50 520 
山 梨 未 設 置 9 5 9 1 3 27 
長 野 未 設 置 47 11 18 4 7 10 97 
岐 阜 未 設 置 112 14 44 6 9 18 203 
静 岡 未 設 置 122 23 63 17 12 33 270 
愛 知 愛 知 662 45 265 7 22 90 1,091 

近
畿

三 重 三 重 319 40 134 8 39 52 592 

52,648 83.39%

滋 賀 京 滋 633 79 274 8 38 88 1,120 
京 都 1,848 178 615 78 87 243 3,049 

小計 2,481 257 889 86 125 331 4,169 

大 阪
大 阪 北

16,858 1,967 5,941 2,785 1,568 2,600 31,719 大 阪 南
市大北摂

兵 庫 神 戸 4,455 453 1,910 463 297 845 8,423 宝 塚
奈 良 奈 良 3,388 437 1,353 344 222 542 6,286 
和歌山 和 歌 山 854 116 262 57 58 112 1,459 

中
四
国

鳥 取 山 陰 120 4 22 3 37 14 200 

2,215 3.51%

島 根 83 5 16 3 27 12 146 
小計 203 9 38 6 64 26 346 

岡 山 岡 山 199 43 62 11 31 34 380 

広 島 福 山 239 20 116 10 29 34 448 広 島
山 口 山 口 67 12 45 1 16 20 161 
徳 島 徳 島 119 19 44 8 26 25 241 
香 川 香 川 179 19 57 9 37 28 329 
愛 媛 愛 媛 117 12 26 3 29 27 214 
高 知 未 設 置 50 12 10 5 7 12 96 

九
州
・
沖
縄

福 岡 福 岡 178 20 55 10 27 25 315 

790 1.25%

佐 賀 未 設 置 24 1 3 1 4 3 36 
長 崎 未 設 置 36 7 16 2 10 10 81 
熊 本 未 設 置 42 6 11 2 21 6 88 
大 分 未 設 置 39 5 1 22 6 73 
宮 崎 未 設 置 39 3 14 1 14 4 75 
鹿児島 未 設 置 41 3 6 5 21 12 88 
沖 縄 未 設 置 14 2 3 8 3 4 34 

合計（人） 33,920 3,980 12,913 3,959 2,911 5,451 
計 63,134人 

比率 53.73% 6.30% 20.45% 6.27% 4.61% 8.63%

〈注１〉 ●上記はいずれも連絡可能者数。
　このほか大学院創造都市研究科同窓会として約1,000人の卒業生あり。

〈注２〉 ●東北支部は青森県、秋田県、岩手県、宮城県、山形県、福島県で構成。同様に東京支部は東京都、埼玉県、千
葉県、神奈川県、北陸支部は富山県、石川県、福井県、京滋支部は京都府、滋賀県、山陰支部は鳥取県、島根
県で構成。

 ●なお、大阪府には大阪北支部、大阪南支部、北摂支部、兵庫県には神戸支部、宝塚支部、広島県には広島支
部、福山支部あり。

 ●なお、海外には上海、バンコク、ジャカルタ等アジア中心に欧米含め10支部あり

北海道・東北
九州・沖縄

関　東
中四国

中　部

近　畿
269人

4,961人

2,251人

52,648人

790人

2,215人

地域別卒業生
登録人数

　大阪市立大学の各学部同窓会卒業生
登録者数（連絡可能者）は合計63,134人
（2013年7月現在）で、内訳は文系学部 
（商・経・法・文）同窓会の有恒会が
33,920人（構成比53.7%）理学部同窓
会3,980人（6.3%）同様に工学部は
12,913人（20.5%）医学部3,959人
（6.3%）看護系2,911人（4.6%）生活科
学部5,451人（8.6%）となっている。ま
た、地域別には北海道・東北は269人
（0.4%）関東4,961人（7.9%）中部
2,251人（3.6%）で、近畿は52,648人
（83.4%）と圧倒的に多く、中四国2,215
人（3.5%）九州・沖縄は790人（1.3%）
となっている。（都道府県別詳細は別表参
照。このほか卒業生約1,000人の大学院

創造都市研究科同窓会あり）また、国内
には有恒会中心に合計23支部があり、総
会はじめ各種イベントの開催など世代・
学部を超えた活発な交流が行われてい
る。新支部結成に関しては全学同窓会事
務局が支援・協力を行う予定であり、支
部未設置県の早期結成が期待されてい
る。既に九州地区では鹿児島県等で新支
部結成の動きがあり、このほか卒業生数
登録が200人以上の静岡県（270人）、
岐阜県（203人）や工学部卒業生数が有
恒会よりも多く、理学部卒業生も多い茨
城県（196人）は新支部結成の有力候補
である。（なお、海外には上海、バンコク、
ジャカルタ等アジア中心に欧米含め10
支部あり）　　　　　　　（事務局）

インドネシア
支部 第1回・第2回懇親会

後列左から　和田 義弘（工・S61）、西村 基
（商・S53）、三好 克治（商・S45）、亀井 生朗
（経・S62）、下内博雄（経・H05）、前列左か
ら　石原 裕士（法・H12）、安藤 恭（生・
H07）、岸本 進也（理・H22）、田宮 久弥雄
（経・H13）※敬称略

神戸支部 平成25年度総会

愛知支部 第26回総会・同窓会
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◇
編
集
後
記
◇

◉
事
務
局
が
都
道
府
県
別
の
卒
業
生
の
所
在
地
を
実
態
調
査
し

た
。こ
の
調
査
に
基
づ
き
、有
恒
会
の
23
支
部
を
ベ
ー
ス
に
地
域

に
お
け
る
同
窓
会
活
動
が
横
断
的
に
活
発
化
し
、市
大
同
窓
会

の
組
織
基
盤
の
強
化
に
繋
が
れ
ば
と
思
う
。

◉
来
春
に
は
田
中
記
念
館
３
階
に
各
同
窓
会
が
集
結
し
、同
窓

会
館
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。各
同
窓
会
が
お
互
い
に
連
絡
を
密

に
し
て
、情
報
の
共
有
化
が
進
む
こ
と
を
願
う
。

　
　
　
　
（
編
集
人
）　

　

平
成
26
年
２
月
15
日（
土
）午

後
１
時
よ
り
大
阪
市
立
大
学
学

術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
文
化
交

流
室
他
に
お
い
て
工
学
部
同
窓

会
第
25
回
評
議
員
会
並
び
に

キ
ャ
ン
パ
ス
交
流
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

40
名
近
い
評
議
員
が
集
ま
り
、

前
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
平

成
26
年
度
の
事
業
計
画
が
審
議

さ
れ
た
。

　

第
25
回
評
議
員
会
で
は

（
１
）同
窓
会
活
動
の
原
資
と
な

る
終
身
会
費
収
入
の
減
少
へ
の

対
策

（
２
）同
窓
会
の
事
業
と
し
て
の

奨
学
金
制
度
は
、
後
期
博
士
課

程
学
生
へ
の
贈
与
、
並
び
に
新

入
生
に
対
す
る
予
約
制
奨
学
金

制
度
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

（
３
）50
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
始
ま
っ
た
準
会
員（
在
学

生
）向
け
の
会
社
見
学
会
は
、
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

　

評
議
員
会
終
了
後
、
キ
ャ
ン

パ
ス
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
は
２
題
の
講
演
会
が

　

現
在
の
医
学
部
が
正
式
に
大

阪
市
立
大
学
医
学
部
と
し
て
発

足
し
た
の
は
昭
和
30
年
４
月

だ
っ
た
。
附
属
病
院
は
翌
31
年

現
在
と
同
じ
位
置
に
鉄
筋
７
階

建
て
、
正
面
が
内
側
に
弯
曲
し

た
ス
マ
ー
ト
な
容
姿（
写
真

①
）。
そ
れ
ま
で
の
医
専
そ
し
て

市
立
医
大
附
属
病
院
だ
っ
た
大

正
14
年
以
来
の
鉄
筋
３
階
建
て

の
建
屋（
写
真
②
）が
医
学
部
本

館
と
な
り
、
28
年
竣
工
の
基
礎

学
舎
が
こ
れ
を
補
っ
た（
写
真

③
）。
基
礎
医
学
の
医
動
物
学
・

細
菌
学
・
公
衆
衛
生
学
の
３
教

室
も
、
間
借
り
し
て
い
た
桃
山

市
民
病
院
か
ら
移
転
集
合
、
臨

床
の
全
教
室
は
本
館（
旧
館
）に

集
め
ら
れ
、
現
在
の
医
学
部
本

館
が
東
隣
に
新
築
さ
れ
た

１
９
９
３
年
ま
で
臨
床
部
門
の

研
究
実
験
棟
を
兼
ね
て
い
た
。

　

本
校
医
学
部
の
前
身
は
大
阪

市
立
医
学
専
門
学
校
で
、
昭
和

19
年
戦
争
末
期
の
創
立
。
戦
局

の
悪
化
に
伴
う
軍
医
養
成
機
関

を
各
府
県
１
校
と
定
め
た
国
策

に
よ
り
、
既
存
の
国
公
立
医
学

部
に
も
短
期
軍
医
養
成
機
関
が

併
設
さ
れ
た
。
昭
和
20
年
に
は

数
か
月
の
実
習
の
み
で
戦
地
へ

送
り
出
さ
れ
た
軍
医
た
ち
も
い

て
、
そ
の
う
ち
生
き
残
っ
て
帰

還
し
た
人
た
ち
に
は
血
み
ど
ろ

の
救
命
経
験
を
積
ん
だ
ス
ー

パ
ー
外
科
医
が
多
く
い
た
と
い

う
。

　

施
設
と
ス
タ
ッ
フ
と
も
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
我
が

医
学
専
門
学
校
は
校
舎
を
市
立

扇
町
商
業
学
校（
写
真
④
）に
置

き
、
新
教
授
陣
は
軍
医
に
徴
集

さ
れ
て
極
端
な
人
材
不
足
の
な

か
、
基
礎
医
学
臨
床
医
学
共
々
、

京
都
大
学
と
大
阪
大
学
か
ら
概

ね
半
数
ず
つ
を
、
そ
の
の
ち
京

城
帝
大
、
台
北
帝
大
、
上
海
同

仁
会
病
院
と
い
っ
た
当
時
の
植

民
地
の
医
学
部
か
ら
も
引
き
抜

い
て
何
と
か
揃
え
た
が
、
幾
つ

か
の
学
部
の
兼
任
も
致
し
方
な

い
状
況
だ
っ
た
。

　

実
習
病
院
は
隣
接
し
て
い
た

北
野
病
院
に
打
診
し
た
が
、
折

か
ら
増
え
た
空
襲
の
最
中
を
、

主
な
ス
タ
ッ
フ
の
京
大
病
院
か

ら
の
連
日
派
遣
が
無
理
と
の
こ

と
で
断
ら
れ
、
解
剖
な
ど
の
実

習
だ
け
は
京
大
医
学
部
で
の
受

け
入
れ
を
許
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
急
遽
大
正
14
年
創
立

の
南
市
民
病
院
が
指
定
を
受
け
、

こ
れ
が
現
在
の
附
属
病
院
の
前

身
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
昭
和

19
年
３
月
、
定
員
１
２
０
名
に

受
験
者
３
０
０
９
名
が
殺
到
、

試
験
科
目
は
国
語
・
国
史
・
数

学
・
理
科
物
象
で
あ
っ
た
。
翌

20
年
２
月
に
は
何
が
何
で
も
軍

医
の
供
給
を
と
の
至
上
命
令
の

も
と
、
受
験
者
７
７
８
名
、
合

格
者
１
３
８
名
が
医
専
２
期
生

と
し
て
入
学
し
た
が
、
こ
の
頃

連
日
の
空
襲
で
、
授
業
は
度
々

中
断
遂
に
教
授
の
一
人
が
空
襲

で
命
を
落
と
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
20
年
８
月
15
日
の
敗

戦
を
迎
え
た
が
、
３
月
の
大
阪

大
空
襲
に
も
奇
跡
的
に
北
の
扇

町
学
舎
と
南
市
民
病
院
が
無
傷

で
焼
け
残
っ
た
こ
と
が
、
戦
後

の
大
阪
市
の
関
わ
る
医
療
の
歴

史
の
原
点
と
な
っ
た
。
他
府
県

の
医
専
の
多
く
が
戦
災
に
拠
っ

て
募
集
不
可
能
と
な
っ
た
り
、

廃
絶
と
な
っ
た
こ
と
を
見
れ
ば
、

大
阪
市
の
持
つ
奇
跡
の
一
つ
と

い
っ
て
よ
い
。

会員
稿投

田
中
祐
尾  

（
医
昭
44
年
卒
）

大
阪
市
立
大
学

医
学
部
の
歴
史

工
学
部
同
窓
会
第
25
回
評
議
員
会
並
び
に

キ
ャ
ン
パ
ス
交
流
会
開
催

第
8
回
有
恒
会
支
部
代
表
者
会
議
開
催

　

第
８
回
有
恒
会
支
部
代
表
者

会
議
が
３
月
８
日（
土
）大
学
学

術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
文

化
交
流
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

会
議
に
は
全
23
支
部
中
22
支
部

の
代
表
者
26
名
が
参
加
し
た
。

有
恒
会
本
部
か
ら
は
倉
持
治
夫

会
長
と
各
副
会
長
並
び
に
来
賓

と
し
て
桐
山
孝
信
副
学
長
、
児

玉
隆
夫
全
学
同
窓
会
会
長
ら
が

出
席
し
た
。

●
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

　

支
部
代
表
者
会
議
に
先
立
ち

11
時
よ
り
市
大
広
報
担
当
者
の

案
内
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
た
。
学
術
情
報

総
合
セ
ン
タ
ー
屋
上
に
完
成
し

た
屋
上
庭
園
は
「
は
ば
た
け
夢

基
金
」
で
設
置
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
人
工

光
合
成
研
究
セ
ン
タ
ー
、
新
し

く
春
に
オ
ー
プ
ン
す
る
理
系
共

通
実
験
棟
、
南
部
ス
ト
リ
ー
ト

か
ら
入
り
１
号
館（
時
計
台
）ま

で
ま
っ
す
ぐ
に
望
め
る
「
け
や

き
通
り
」
な
ど
大
学
の
施
設
整

備
の
様
子
を
見
学
し
た
。

●
倉
持
有
恒
会
会
長
の
挨
拶

　
（
要
旨
）

　

大
学
の
ハ
ー
ド
面
は
充
実
し

つ
つ
あ
り
、
府
立
大
学
と
の
統

合
の
検
討
も
着
実
に
進
ん
で
き

て
い
ま
す
。
同
窓
会
活
動
に
お

い
て
は
、
支
部
活
動
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
更

な
る
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
桐
山
副
学
長
の
来
賓
挨
拶

　
（
要
旨
）

部
の
総
会
に
参
加
し
た
り
し
て

全
学
同
窓
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
有
恒
会
が
ベ
ー
ス

と
な
り
、
大
き
な
負
担
を
か
け

て
い
る
部
分
が
多
い
の
が
現
状

で
す
。
全
学
同
窓
会
が
自
立
で

き
る
よ
う
各
支
部
と
協
力
す
る

と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
含

め
て
学
生
と
卒
業
生
の
交
流
の

場
を
多
く
持
ち
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

有
恒
会
が
大
学
の
運
営
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
を
し
て
い
た

だ
き
、
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
本
日

も
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

●
児
玉
全
学
同
窓
会
会
長
の
来

　

賓
挨
拶（
要
旨
）

　

全
学
同
窓
会
が
発
足
し
て
１

年
経
ち
ま
し
た
。
広
報
紙
や
支

Ⅰ

　

こ
の
た
び
本
学
同
窓
会
か
ら
「
医
学
部
の
歴
史
│
と
く
に

知
ら
れ
ざ
る
秘
話
な
ど
」
連
載
の
お
勧
め
を
受
け
、
医
学
部

同
窓
会
機
関
誌
『
仁
澪
』
に
す
で
に
連
載
中
の
内
容
を
素
に

書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
３
回
連
載
の
予
定
）

①昭和31年竣工の附属
病院新館。当時斬新なデ
ザインで威容を誇ったが、
病室・廊下幅・庭など狭
かった。患者数だけは当
時日本一だった。

倉持会長の挨拶

②昭和初期の大阪市立南市
民病院正面。昭和19年以降
医専・医大・医学部の附属
病院であり続けた。鉄筋3
階建て。

③昭和28年竣工の市立医
大基礎学舎。医学部敷地の
南東部を占めたが都会の真
ん中で庭もなく緑も乏しく
狭かった。

④昭和23年の大阪市立扇町商
業学校。医専時代の学舎は木
造で貧弱。解剖学の実習教室が
できたのが昭和24年だった。

　

現
在
、
学
内
外
に
バ
ラ
バ
ラ

に
配
置
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
や

退
職
会
、
教
育
後
援
会
な
ど
サ

ポ
ー
タ
ー
組
織
を
田
中
記
念
館

に
集
約
す
る
と
共
に
、
大
会
議

場
・
展
示
室
・
レ
ス
ト
ラ
ン（「
メ

タ
セ
コ
イ
ヤ
」）に
つ
い
て
も
卒

業
生
や
在
学
生
の
交
流
の
場
・

憩
い
の
場
と
し
て
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
改
修
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
ほ
ど
実
現
の
は
こ

び
と
な
っ
た
。
平
成
26
年
６
月

着
工
、
12
月
頃
同
窓
会
移
転
、

平
成
27
年
３
月
末
工
事
を
完
了

す
る
予
定
。

　

今
回
、
田
中
記
念
館
管
理
棟

の
３
階
に
全
学
同
窓
会
は
じ
め

　

11
月
３
日
の
全
学
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
に
併
せ
て
開
催
さ

れ
た
。
世
話
人
は
、
細
田
み
ぎ

わ
氏（
住
居
・
Ｓ
57
卒　

現
広
島

女
学
院
大
学
教
授
）、
北
本
裕
之

氏（
住
居
・
Ｓ
62
卒　

現
美
作
大

学
准
教
授
）、
長
瀬
り
か
氏（
住

　

理
学
部
同
窓
会
主
催
の
講
演

会
が
、
平
成
25
年
12
月
19
日
、

本
学
複
合
先
端
研
究
機
構
教
授

（
兼
理
学
研
究
科
教
授
、
人
工
光

合
成
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）神
谷

信
夫
先
生
を
講
師
に
、
理
学
部

学
生
、
院
生
を
対
象
に
催
さ
れ

た
。

　

神
谷
先
生
は
光
合
成
Ｐ
Ｓ
Ⅱ

研
究
の
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
お
一
人
で
、
今
回
は

「
光
合
成
の
謎
を
解
く
鍵
│
マ

ン
ガ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー
の
分
子
構

造
」
の
演
題
で
、
研
究
成
果
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
に
至
っ
た
考

〜
同
窓
会
等
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
の
集
約
化
と

　

卒
業
生
・
在
学
生
と
の
交
流
促
進
〜

理
同
窓
会
講
演
会

生
活
科
学
部

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

え
や
研
究
の
進
め
方
な
ど
、
ま

た
、
高
効
率
な
人
工
光
合
成
シ

ス
テ
ム
の
構
築
へ
の
展
開
と
そ

れ
に
基
づ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

や
環
境
問
題
の
解
決
へ
の
展
望

●
討
議
の
主
た
る
要
点

　

主
に
、
支
部
の
活
性
化
の
た

め
に
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、
各
支

部
よ
り
次
の
報
告
が
あ
っ
た
。

・
同
窓
会
報
を
発
行
し
て
い
る

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

て
情
報
発
信
し
て
い
る

・
女
性
や
若
手
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
会
費
を
安
く
し
た

り
、
家
族
も
巻
き
込
ん
だ
イ

に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
た
。
講

演
後
は
学
生
か
ら
の
質
問
も
相

次
ぎ
、
講
演
は
成
功
裏
に
終

わ
っ
た
。
今
年
度
も
秋
に
同
様

な
講
演
会
を
予
定
。（

編
集
部
）

居
・
Ｈ
１
卒　

現
R
H
＋
計
画

研
究
室
主
宰
）と
生
田
英
輔
氏

（
生
環
・
Ｈ
12
卒　

現
大
阪
市
立

大
学
講
師
）。
参
加
者
は
Ｓ
35
卒

か
ら
Ｈ
22
卒
ま
で
の
同
窓
生
と

現
役
教
員
も
加
え
計
14
名
。
生

活
科
学
部
同
窓
会
岸
本
幸
臣
会

長（
住
居
・
Ｓ
38
卒　

現
羽
衣
国

際
大
学
長
）の
挨
拶
に
始
ま
り
、

森
一
彦
学
科
主
任
か
ら
居
住
環

境
学
科
の
近
況
報
告
、
そ
の
後
、

歓
談
・
交
流
の
茶
話
会
と
な
り
、

参
加
者
の
在
学
中
の
思
い
出
話

や
近
況
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ

た
。

　

中
島
正
家
氏（
居
住
・
Ｈ
22

卒
、
現
府
立
高
校
教
諭
）か
ら

有
恒
会
等
各
学
部
同
窓
会
が
入

る
こ
と
に
な
っ
た
。
卒
業
生
の

待
望
久
し
い
憩
い
の
場
の
実
現

に
よ
り
、
各
同
窓
会
間
の
交
流

と
結
束
強
化
が
図
ら
れ
、
大
学

へ
の
理
解
が
深
ま
る
と
と
も
に

大
学
・
在
学
生
支
援
の
更
な
る

強
化
が
期
待
さ
れ
る
。
２
階
に

は
教
育
後
援
会
、
１
階
に
教
職

員
退
職
会
並
び
に
大
学
サ
ポ
ー

タ
ー
事
務
局
が
配
置
さ
れ
、
本

学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
が
集
約

さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
事
業
に
つ
い
て
は

「
は
ば
た
け
夢
基
金
」
を
活
用
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
事
務
局
）

神
谷
所
長
の
講
演

は
、
最
近
少
な
く
な
っ
た
教
職

課
程
履
修
の
苦
労
や
、
府
下
で

も
ま
だ
ま
だ
珍
し
い
男
性
家
庭

科
教
諭
の
実
情
な
ど
、
中
々
聞

け
な
い
話
で
興
味
深
か
っ
た
。

（
編
集
部
）

田
中
記
念
館
の
改
修
に
つ
い
て

あ
っ
た
。

　

最
初
は
理
学
研
究
科
、
複
合

先
端
研
究
機
構
の
橋
本
秀
樹
教

授
に
よ
る
「
太
陽
光
燃
料（Solar 

Fuels

）生
成
を
実
現
す
る
人
工

光
合
成
」
と
題
す
る
講
演
。

　

２
題
目
は
新
大
学
構
想
を
担

当
さ
れ
て
い
る
、
大
嶋
寛
特
任

副
学
長
に
大
阪
市
大
、
大
阪
府

大
両
学
の
統
合
問
題
に
つ
い
て
。

　

講
演
会
終
了
後
、
教
養
地
区

の
食
堂
に
場
所
を
移
し
、
桐
山

副
学
長
、
恩
師
の
山
下
、
森
島

先
生
、
有
恒
会
福
岡
副
会
長
出

席
の
下
、
賑
や
か
に
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
た
。

（
編
集
部
）

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。

・
職
域
活
動
の
強
化
を
目
指
し

て
い
る
。

・
卒
業
生
と
連
絡
す
る
た
め
に

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
獲
得
に
努

め
て
地
道
な
勧
誘
活
動
を
し

て
い
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
中

で
、
費
用
の
問
題
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
同
窓
会
幹
事
の
若
返
り

と
女
性
の
登
用
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
共
通
の
問
題
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

福
岡
支
部
の
荒
岡
氏
か
ら
九

州
地
方
の
各
県
を
回
ら
れ
、
長

崎
県
、
大
分
県
、
鹿
児
島
県
、

沖
縄
県
に
新
支
部
が
結
成
さ
れ

る
動
き
が
あ
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
山
陰
支
部
の
西
田

支
部
長
の
閉
会
の
辞
で
会
議
を

終
え
た
。　　
　

 　
（
編
集
部
）

第
６
回

戦
没
学
友
の
碑

―
献
花
の
集
い
―

　今年も平成26年4月10日
（木）杉本キャンパス内「戦没学友
の碑」前で行われた。
　「戦没学友の碑」は平成14年４
月キャンパス内に建立され、平成
21年より毎年献花の集いを行っ
ており、ご遺族の方をはじめ建立
の会の方々、大学関係者、同窓会

並びに卒業生有志等50名が桜花
爛漫の下に厳かに白菊を捧げた。
　有恒会では毎年４月、桜の満開
に合わせて「戦没学友の碑―献花
の集い」を開くことにしている。ご
厚志のある方ならどなたでもご参
列いただければ幸いです。

（編集部）
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